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プロジェクト名称 

木沢の「わ」プロジェクト 

 

プロジェクト活動概要 

 

 

地方のような都市から離れた地域(特に中山間地域)では、人口減

少に伴ってさまざまな問題を抱えている。本プロジェクトの活動

地・徳島県那賀町木沢地域もそのひとつで、古くから伝わる拝宮和

紙などの伝統工芸や人形浄瑠璃・農村舞台などの文化、さらには木

沢に住む人々の暮らしの知恵がいま無くなろうとしている。 

そこでほとんど活用されていな古民家を活用し、訪問者に木沢を

知ってもらうための資料館、訪問者と住民が交流できるワークショ

ップスペース等の機能を兼ね備えた拠点をつくることで、木沢にある文化・伝統・知恵を継承すること

を目的とする。さらにこの拠点づくりのプロセスは、街のさまざまな住民を巻き込むことで孤立してい

た住民同士をつなぐコミュニティーの場となることが期待され、木沢はより魅力ある街へと変わること

が出来ます。 
 

 

 

活動状況報告＆活動写真など  活動期間：2016 年 1 月 1 日 ～ 3 月 31 日 

2/18 – 2/26 

薪棚、案内板、踏み台、風呂場仕上げ、洗面台、キッチン収納棚仕上げなどの施工を行いました。 

また、日本女子大学から一人施工に参加していただき、木沢について今までとは違った視点の意見など

を交えた議論もできました。 

またその他に、木沢の周辺の観光資源調査や地域交流も行ってきました。 
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3/20 – 3/21 

いつもお世話になっている「杉の娘」の年に一度の晴れ舞台である「杉の娘祭」に参加してきました。 

一緒に舞台で寸劇をして交流を深めつつ、木沢に自分たちの活動を報告しました。 

     

 

4/8 - 4/10 

「ゲストハウス杉の子」のプレオープンに参加してきました。 

１年と少しをかけて再生してきた古民家がついにゲストハウスとしてオープンしました。 

今まで作業場所だったところで初めて宿泊し、ただ普通に生活できたことがとても嬉しく、感動しました。 

プレオープンイベントには多くの人々が参加してくださり、大盛況の中華々しくお披露目ができました。 
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今後の活動計画、目標、意気込みなど 
このゲストハウスの完成が本プロジェクトのゴールではありません。 

この完成した地域交流の拠点であり、木沢に人を呼び込んでいく拠点を今後どのように活用し、木沢にどのよ

うに貢献していくかを考えていくためのスタート地点にやっと立てたという心持ちです。 

すでに次の活動は動き出していて、今度のゴールデンウィークに再び木沢を訪問し、木沢の魅力の調査やゲス

トハウスの運営方法、活用方法などを明確にしていき、今年度中にはイベントなどを行い、少しずつでも木沢

を訪れる人を増やしていければと考えています。 

そして私たちと同じように木沢を訪れた人たちが木沢をそれぞれの第二の故郷だと思えるようなっていくこ

とを目指します。 

 


